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平成３０年１月 総務委員会行政報告資料 

        企     画     部 

青山クラブ等の整備・活用方針（案）について 

１ 青山クラブ整備・活用パターン比較表 

整備費
（用地費除く）

維持管理費
（30年間）

Ｈ３０

Ｈ３１

Ｈ３２

Ｈ３３

Ｈ３４

①耐震診断，耐震改修工事等の実施
②合併特例債の活用と併せて財源の確保が必
要

メリット
①合併特例債の活用が可能（全額）
②将来的な施設整備のレイアウトに制約がない

①合併特例債の活用が可能（全額）
②将来的な施設整備のレイアウトに制約がない

①合併特例債の活用が可能（一部）
②歴史的な建物の一部保存が可能

①合併特例債の活用が可能（一部）
②歴史的な建物そのものの保存が可能

①合併特例債の活用が可能（一部）
②歴史的な建物の大部分の保存が可能

課題
①特徴的な外観の保存が不可能 ①特徴的な外観の一部しか保存できない

①耐震診断，耐震改修工事等の実施
②合併特例債の活用と併せて財源の確保が必
要

①耐震診断，耐震改修工事等の実施
②合併特例債の活用と併せて財源の確保が必
要
③桜松館の見通しが悪い

　事業化に向けた検討

－ － 一部保存・解体・活用工事，駐車場整備工事

－ － 一部保存・解体・活用工事

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル

設計，解体工事 設計 耐震診断 耐震診断

－ － 設計 　事業化に向けた検討

耐震診断

解体工事，駐車場整備工事 外壁保存・解体工事，駐車場整備工事 ニーズ調査 ニーズ調査，安全対策等 ニーズ調査，安全対策等

約２８億円
（約９，０００千円／年）

約１８億円
（約６，０００千円／年）

工期 Ｈ３０ ～ Ｈ３１ Ｈ３０ ～ Ｈ３１ Ｈ３０ ～ Ｈ３４ Ｈ３０ ～ Ｈ３６（最長） Ｈ３０ ～ Ｈ３６（最長）

約 ３０億円
（合併特例債一部活用可能）

約 ２２億円
（合併特例債一部活用可能）事

業
費

約 ５億円
（うち合併特例債 ： 約５億円）

約 ６億円
（うち合併特例債 ： 約６億円）

約 １５億円
（合併特例債一部活用可能）

－ －
約１２億円

（約４，０００千円／年）

情報発信施設・宿泊施設・駐車場等
　保存建物については，当面，最低限の安全
対策を講じて部分公開するなど，呉の歴史や
文化を体感できる観光施設として活用すると
ともに，市民から提案のあった試験活用の実
施を検討
　あわせて，耐震診断やニーズ調査等を実施
し活用可能性を判断するとともに，呉の歴史
や文化，特産品等の情報発信を行う拠点，市
民が自由に利用できるフリースペース，宿泊
施設等としての活用を検討
　また，施設利用者のための駐車場約５０台
分を確保

情報発信施設・宿泊施設・駐車場等
　保存建物については，当面，最低限の安全
対策を講じて部分公開するなど，呉の歴史や
文化を体感できる観光施設として活用すると
ともに，市民から提案のあった試験活用の実
施を検討
　あわせて，耐震診断やニーズ調査等を実施
し活用可能性を判断するとともに，呉の歴史
や文化，特産品等の情報発信を行う拠点，市
民が自由に利用できるフリースペース，宿泊
施設等としての活用を検討
　また，施設利用者のための駐車場約５０台
分を確保

平面図

想定される
活用方針

(1) 駐車場・イベントスペース
　イベントスペースとして活用できる約２００台分
の駐車場を整備
　なお，訪れた人が，ここに青山クラブがあった
ことが想像できるような仕掛けを実施

(2) 大和ミュージアム関連施設
　将来的な構想として，当該敷地を活用して大
和ミュージアム関連施設の整備を検討
　なお，整備時には，青山クラブの特徴的な外
観イメージを再現

(1) 駐車場・イベントスペース
　イベントスペースとして活用できる約１５０台分
の駐車場を整備
　なお，訪れた人が，存置壁面と合わせてここに
青山クラブがあったことが想像できるような仕掛
けを実施

(2) 大和ミュージアム関連施設
　将来的な構想として，当該敷地を活用して大
和ミュージアム関連施設の整備を検討

情報発信施設・宿泊施設・駐車場等
　残存建物については，耐震診断やニーズ調
査等を実施し，活用可能性を判断するととも
に，呉の歴史や文化，特産品等の情報発信を
行う拠点，市民が自由に利用できるフリース
ペース，宿泊施設等としての活用を検討
　あわせて，施設利用者のための駐車場約１
００台分を確保

整備案 （第１案）　全部解体 （第２案）　外壁 （一部） のみ保存 （第３案）　一部保存 （第４案）　全部保存 （第５案）　一部解体
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３ 青山クラブの活用方針（案） 

全部保存を基本とし，保存・活用に向けた検討を実施【第４案】 

◇ 歴史的な建物の保存・活用に向けて，当該財産を取得した上で，耐震診断やニーズ調

査等を実施し，活用可能性を判断します。 

◇ 耐震補強工事による耐震性の確保，財源の確保などの条件が整う場合は，呉の歴史や

文化，特産品等の情報発信を行う拠点，市民が自由に利用できるフリースペース，宿泊

施設等としての活用を検討します。【第５案についても検討】 

◇ 耐震補強工事による耐震性の確保が困難な場合は，解体や外壁の一部保存について改

めて検討を行います。【第１案又は第２案】 

◇ なお，本事業については，合併特例債の発行期限を踏まえて適切に推進するととも

に，国の補助制度の活用など新たな財源の確保に努めます。 

 

（参考） 

全体事業費 約４０億円（うち用地取得費 約３億円，桜松館耐震改修費 約７億円） 

平成３０年度予算（案） 青山クラブに係る耐震診断及び老朽度調査 約２０，０００千円 

図 青山クラブ 

 
２ 方針決定に当たっての前提条件等 

(1) 国への土地利用方針の明示 

 呉市が国（中国財務局）から青山クラブ跡地の優先処分を受けるには，呉市が提出する当該財産取得後の土地利用方針を明示

し，国有財産中国地方審議会の議を経る必要があります。 

(2) 議会・市民からの様々な意見 

 青山クラブの今後の方向性について，議会から様々な御意見を頂いています。また，青山クラブ・桜松館の保存・活用に向け

た提案，保存請願署名が提出されるなど，市民等から保存・活用に向けた御要望を頂いています。 

(3) 合併特例債発行期限延伸に向けた動き 

 合併特例債の発行期限は，入札不調による公共工事の遅れや熊本地震や豪雨災害等の被災自治体からの要請等を踏まえ，５年

間程度再延長される方向で調整が進められています。〔発行期限：（現行）Ｈ３１年度→（変更後）Ｈ３６年度〕 

 


